
 
 
 
 
 
 
 

 

「コミックトレイン」運転のお知らせ 
 
 東日本大震災から５年が経過し、観光面からの復興支援および地域活性化を目的として、ＪＲ東日

本 仙台支社と盛岡支社では、出版事業を通じて被災地の支援活動を行っている＜大震災＞出版対策本

部※の取り組みに賛同し、東北本線、石巻線、釜石線、磐越東線で、マンガキャラクター「ＯＮＥ Ｐ

ＩＥＣＥ」、「ダイヤのＡ」、「名探偵コナン」をラッピングした車両「マンガでつな GO 東北」『コミッ

クトレイン』を運転します。 
 
１ 運転計画 
  ２０１６年７月２３日（土）から８月６日（土）までの間の７日間で運転します。 

 運転区間 発時刻・着時刻 運転日 運転形態 

① 
東北本線・石巻線 
仙台～女川（往復） 

仙台発 09：40→女川着 11：58 
女川発 14：18→仙台着 16：39 

7/23（土） 貸切運転 
7/24（日）

7/25（月） 
一般発売 

② 
東北本線 

盛岡～仙台（片道） 盛岡発 08：50→仙台着 12：14 7/30（土） 一般発売 

③ 
釜石線 

花巻～釜石（往復） 
花巻発 10：41→釜石着 13：14 
釜石発 15：06→花巻着 17：23 

7/31（日） 貸切運転 

④ 
磐越東線 

郡山～いわき（往復） 

郡山発 09：20→いわき着 11：00 
いわき発 16：16→郡山着 18：12 

8/5（金） 一般発売 

郡山発 09：20→いわき着 11：00 
いわき発 13：30→郡山着 15：40 8/6（土） 貸切運転 

  （注）上記の運転計画は６月１７日現在のもので、運転時刻等は変更となる場合があります。 

 

２ 一般発売 
   ７月２４日（日）・２５日（月）の仙台～女川間、７月３０日（土）の盛岡～仙台間、８月５日

（金）の郡山～いわき間の運転については、一般発売をします。 
・発売日や発売方法など詳細については決まり次第、ＪＲ東日本 仙台支社ホームページ、ＪＲ東

日本 盛岡支社ホームページおよび主な駅に掲出予定のポスター、パンフレットにてお知らせし

ます。 
 
・ＪＲ東日本 仙台支社ホームページ：http://jr-sendai.com/  
・ＪＲ東日本 盛岡支社ホームページ：http://www.jr-morioka.com/ 
 

 

 

２ ０ １ ６ 年 ６ 月 １ ７ 日 
東日本旅客鉄道株式会社 
仙 台 支 社 
盛 岡 支 社 



３ 車両概要 

  「ふるさと」（40・48 形）車両の気動車３両編成にマンガキャラクターをラッピングします。 

○１号車「ＯＮＥ ＰＩＥＣＥ」（尾田栄一郎・著／集英社刊） 

 主人公「ルフィ」をはじめとする人気キャラクターが登場します。 

 
 
 
 

©尾田栄一郎／集英社 

○２号車「ダイヤのＡ」（寺嶋裕二・著／講談社刊） 

 主人公「沢村栄純」をはじめとする青道高校の球児達が登場します。 
 
 
 
 

©寺嶋裕二／講談社 

○３号車「名探偵コナン」（青山剛昌・著／小学館刊） 

 主人公「コナン」をはじめとする人気キャラクターが登場します。 
 

  
 
 

©青山剛昌／小学館 
 ※各車両等のデザインはイメージです。変更となる場合があります。 

 
４ 貸切運転 

７月２３日（土）の仙台～女川間、７月３１日（日）の花巻～釜石間、８月６日（土）の郡山～

いわき間の貸切運転については、<大震災>出版対策本部の企画・主催で公募の上ご招待します。 
・応募の受付開始日や応募要領など詳細については決まり次第、岩手日報、河北新報、福島民報、

福島民友の各新聞紙上および＜大震災＞出版対策本部のホームページにてお知らせします。 
・お問い合せ：＜大震災＞出版対策本部（日本出版クラブ内） 

TEL03‐3260‐5271（受付時間 10 時～19 時） 
・＜大震災＞出版対策本部ホームページ：http://www.shuppan-taisaku.jp  
 

・主催：＜大震災＞出版対策本部※、ＪＲ東日本 仙台支社、ＪＲ東日本 盛岡支社 
   ・共催：宮城県、小学館、集英社、講談社 
   ・協力：「コミック出版社の会」、岩手日報社、河北新報社、福島民報社、福島民友新聞社 
    ※<大震災>出版対策本部とは、一般社団法人日本書籍出版協会、一般社団法人日本雑誌協会、一般財団法人

日本出版クラブの出版３団体で東日本大震災直後の 2011 年 3 月 23 日に発足。出版事業を通して大震災に

よる被災地の「読書環境の復活」「図書販売環境の復活」「人々の心の復活」につながる活動を行っている。

様々な施設への図書寄贈や被災地の子供たちへの図書カードのプレゼント、学校図書館支援、東京国際ブ

ックフェアでの震災シンポジウム開催、各地域の新聞社や書店組合と協力して「メッセージカードコンテ

スト」の開催など、「本」を通して様々な支援活動を行っている。 
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